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 基盤層に根入れしない場所打ち杭の杭先端載荷試験
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 地盤は図1のようにGL-25m付近までが砂質土と粘性土が互層の沖積層で、
 それ以深はN値20程度の細砂層とシルト主体の粘性土層(quニ4.21kgf/cm2)
 の洪積層が約60m堆積する層序となっている。基礎はアースドリル工法場所打ち杭
 基礎を採用し、杭長は経済性と施工性両面で複数案を比較検討した結果、洪
 積細砂層中に4～5m杭先端を根入れし、掘削長を35m(杭実長おおむね24m)
 とした。設計支持力は告示111号式より求め、採用杭径が1.6mから2.5mまで
 の9種類の直杭(非拡底杭)とした。杭本数は306本である。
 一
 試験杭試験杭は杭径1.6mとし、実長も掘削長と同じ35mとした。本設杭の実
 長は根切り部を除いた24mであって、設計支持力は330tfである。遡方法
 杭先端載荷試験法は杭の先端部に設置したジャフキによって先端抵抗と摩擦抵抗と
 を互いに反力として載荷する試験法である。載荷荷重が従来法の半分ですむほ
 か、反力杭や載荷架構が不要となる。本計画では、従来法との経済比較により
 採用した。漣設置位置本試験法では、ジャフキの上下で期待できる抵
 並
 函館市内の地上7階地下1階建ての大規模病院建築の設計に当たり、良好な支持層がGL-85m付近まで現れない
 地盤であるため、杭先端深度をGL-35mとし、基盤層以浅の洪積細砂層に根入れする場所打ち杭を採用した。本報
 では、この杭基礎の設計支持力の妥当性を確認する目的で実施した杭先端載荷試験の概要と結果について述べる。
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 図1地盤概要
 ④
 抗が設計支持力の3/2倍以上となる位置に設置する必要がある。本例では杭先端は細砂層であって先端荷重に対す
 る沈下量が砂礫層より大きく、杭径の10%沈下時の杭先端支持力Rpは(7～12)NAp≒10NApニ410tf程度と推定
 され1)設計支持力の3/2倍(約500tf)より小さくなることが懸念される。一方、摩擦支持力Rfは建築学会指針式で
 は約1,050tfとなる。そこで、ジャフキの上下の抵抗が(Rp+Rf)/2≒730tfとなるGL-28mの位置にジャフキを設置した。
 なお、以下では、杭のジャフキ上方の28mの部分を「上方杭」、下方の7mの部分を「下方杭」と呼ぶ。遡
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 仕様外径810m皿、高さ約800mm、設計容量800tf、設計ストローク300m皿の特殊な油圧ジ:⊃昌5
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 ハ。イフ。を通じてグラウトし、上方杭の部分にはトレミー管によってコンクリートを打設した。
 蟹
 載荷試験は、試験杭打設の28日後に、地盤工学会基準r杭の鉛直載荷試験の
 方法」に準拠して、計画最大荷重800tf、一段階荷重80tf、処女荷重の荷重保
 持時間60分として行った。得られたジャフキ荷重Pjとジャフキ下面沈下量Sj、ジ
 ャフキ上面抜け上がり量Ujの関係を図2に示す。計画最大荷重(Pjニ800tf)終
 了時のSjやUjは杭径の1%未満であって、上方杭・下方杭とも極限には達
 していなかった。そこで、ジャフキの限界まで載荷することとし、荷重ピッチと
 荷重保持時間を変えて引き続き載荷した。その結果、Pjが約1,llOtfの時に
 下方杭が極限に達したため、Sjニ160m皿(杭径の10%)になった時点で終了し
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 ジャフキ荷重(tf)
 Uj
 ジャフキ上面抜け上がり量(㎜)
 Sj
 ジャ7キ下面沈下量(㎜)
 図2Pj～Sj,Uj関係図
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